
（1） 令和７年３月　　第８５号

○地域計画を策定します、堰板や水門の適正管理にご協力をお願いします、
　収入保険の保険料等への補助金、農地の適正管理のお願い	 ２
○賃借料情報、農作業臨時雇賃金等標準額	 ３
○普及センターコーナー	 ４
○農業用廃プラスチックの適正処理、野焼き時の注意、
　関東ブロック女性農業委員等研修会に参加して	 ５
○祝・甲府市農業賞、農家の紹介	 ６

おもな内容

　山城地区の農業委員越石和昭さんは、食育の一環として近くの子どもたちにトウモ
ロコシの種まきから収穫までを体験してもらう取り組みを行っています。
　子どもたちは、令和 6 年 4月上旬に種まきをして、7月の上旬に収穫を行い、農作
業をすることで農作物や農家さんへの感謝の気持ちが生まれ、「食の大切さ」を学ぶ貴
重な体験となりました。

[トウモロコシの種まきから収穫までの農業体験をした山城地区の子どもたち]
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「
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
道

路
や
周
辺
土
地
が
浸
水
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
通
報
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
突
然

の
大
雨
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
多
く
が
農
業
用
水
路
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
稲
作
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
水
田
に
取
水
す
る

た
め
の
堰
板
や
水
路
に
設
置
し
て

い
る
水
門
の
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
た
め
池
の
管
理
に
つ
い

て
も
、
出
水
期
を
前
に
再
度
点

検
を
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
増
水
し
た
用
排
水
路
は
、

非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
決
し
て

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
６

　
本
市
で
は
、
自
然
災
害
の
ほ

か
、
け
が
、
病
気
に
よ
る
作
業

不
能
、
価
格
の
低
下
な
ど
農
業

者
の
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
要

因
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に

支
援
を
行
う
た
め
、
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
る
農
家
に
対
し
、

保
険
料
及
び
事
務
費
の
10
分
の

１
を
補
助
し
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

収
入
保
険
の
仕
組
み

『加
入
条
件
』

　
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

『お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
』

　
① 

基
準
収
入
の
８
割
以
上
の

収
入
が
確
保
さ
れ
る
。

　
② 

保
険
料
等
に
国
の
手
厚
い

補
助
が
あ
る
。

　
③ 

大
き
な
損
害
発
生
時
に
は
、

無
利
子
の

「
つ
な
ぎ
融
資
」

が
受
け
ら
れ
る
。

 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
支
所

　 

☎
０
５
５
３

（
２
２
）
５
０
５
６

　
令
和
6
年
度
農
地
利
用
状
況

調
査
の
結
果
に
よ
り
、
甲
府
市

の
全
農
地
は
１
、
６
７
１
ha
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
遊
休
農
地
は

３
８
２
・２ 

ha
あ
り
ま
し
た
。

　
農
地
法
で
は
、
農
地
は
所
有

者
ま
た
は
、
借
地
者
が
農
業
上

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を

確
保
す
る
よ
う
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
地
に
雑
草
や
雑
木
が
繁
茂

す
る
と
、
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
と
も
に
、
病
害
虫
の
発
生
や

害
獣
の
す
み
か
と
な
り
、
周
辺
の

農
地
や
住
民
に
大
変
、
迷
惑
が

か
か
る
た
め
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
の
所
有
者
で
は

除
草
等
が
困
難
な
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
除
草
作
業
等
を
請
け

負
う
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人

甲
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　 

甲
府
市
相
生
２
ー
17
ー
１

　 

☎

（２
２
２
）
９
４
８
８

　
ま
た
、
農
地
の
貸
し
借
り
を

希
望
す
る
方
は
、
各
地
域
の
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
へ
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕
作

放
棄
地
解
消
の
目
的
で
使
用
す

る
方
に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
を
無
料
で
貸

出
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（２
４
１
）
５
６
１
６

　
地
域
計
画
は
、
10
年
後
の
地

域
農
業
の
あ
り
方
や
目
指
す
べ

き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
に
す
る
計
画
で
す
。

　
令
和
7
年
1
月
30
日
に
、
農

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
対
象
に
地
域
計
画
の

素
案
に
つ
い
て
、
協
議
の
場
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
北
部
地
域
、
東

部
地
域
、
右
左
口
町
宿
地
域
、

右
左
口
町
七
覚
地
域
、
右
左
口

町
善
藤
地
域
、
心
経
寺
町
地
域
、

中
畑
町
・
上
向
山
町
地
域
、
下

向
山
町
地
域
、
白
井
町
・
上
曽

根
町
地
域
、
下
曽
根
町
地
域
、

上
九
一
色
地
域
の
11
地
域
を
対

象
に
、
令
和
7
年
3
月
末
ま
で
に

地
域
計
画
を
策
定
・
公
表
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（２
９
８
）
４
８
３
３

地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す

支払率（９割を上限として選択）

（注）５年以上の青色申告実績がある方の場合

基準収入

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で
補てん

保険期間
の収入

１００％

９０％

８０％収
入
減
少

保険方式
（掛捨のみ）
プランもあります

堰
板
や
水
門
の
適
正
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

収
入
保
険
の
保
険
料
等
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て

農
地
の
管
理
は
所
有
者

ま
た
は
借
地
者
の
責
任

で
す

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

向
け
た
除
草
機
を
貸
出

し
ま
す

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

協議の場



（3） 甲府市農業委員会だより 令和７年３月　　第８５号

　農業委員会では、毎月の定例総会で、各種申請や届出の許可決定を行っています。

【定例総会】（令和６年４月～令和６年１２月）
　4月 26 日、5月 30 日、6月 27 日、7月 30 日、8月 29 日、9月 27 日、10 月 30 日、

　11月 28 日、 12 月 26 日

【定例総会で決まった案件】（令和６年４月１日～令和６年１２月３１日）

耕作目的の売買 ・ 賃貸 （３条許可） 26 件 ２９，２２０㎡

市街化調整区域内の転用 （４、５条許可） 55 件 ５４，４７２．６３㎡

市街化区域内の転用 （４、５条届出） 93 件 ５３，４２７．７７㎡

利用権の設定

新　　　規 66 件 １１３，４４３．２８㎡

再　設　定 127 件 ２１５，７３７．８１㎡

解　　　約 26 件 ３４，２５６．７１㎡

相続税納税猶予の適格者証明 2 件 ９，１７３．００㎡

令和 6 年度  農業委員会活動報告

作物 項　目 区　分 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起 ・ 代かき
山間地 17,800円

１０ａ当たり
平坦地 16,800円

耕　起
山間地 10,900円

１０ａ当たり
平坦地 9,900円

代かき
山間地 11,000円

１０ａ当たり
平坦地 10,000円

機械田植

（苗代別）

山間地 11,500円
１０ａ当たり

平坦地 10,500円

稲刈機械 （バインダー） 11,100円
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 12,500円
１０ａ当たり

平坦地 11,500円

稲刈 ・ 脱穀 （コンバイン） 21,900円
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果 樹 （ 剪 定 ） 12,600円 １日当たり

ブドウの棚補修 17,000円 １日当たり

一 般 農 作 業 8,200円 １日（8時間）当たり

備

考

(1)　 本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の
条件や作業条件などを勘案して、 当事者間の協
議により決定することを前提としております。 なお上
記以外の作業についても協議のうえで決定してくだ
さい。

(2)　標準額は、 消費税込みです。

(3)　 最低賃金が改正された場合、 その金額を下回ら
ないようにしてください。

　令和 6 年に公告及び許可された農地賃貸借契約にお

ける賃借料を次のとおりまとめましたので、 ご参考にしてく

ださい。 （10 ａ当たり）

※ 1　 金額は、 算出結果を四捨五入し、 100 円単位として
います。

※ 2　 表中の数値は、 平均額の± 70％ (× 0.3)(×1.7)
を逸脱するデータを除いてあります。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲
旧甲府市(平坦地) 12,300円 20,000円 5,000円

旧中道町 4,400円 9,200円 2,200円

野　菜
（スイート

コーン含む）

旧甲府市(平坦地) 13,600円 20,000円 6,200円

旧甲府市(山間地) 9,200円 11,700円 7,700円

旧中道町 9,300円 17,100円 4,000円

ナ 　 ス
旧甲府市(平坦地) 9,400円 10,700円 6,400円

旧中道町 7,600円 11,900円 3,100円

ブ ド ウ

旧甲府市(平坦地) 17,500円 30,000円 6,000円

旧甲府市(山間地) 14,500円 24,500円 7,900円

旧中道町 7,100円 12,700円 3,800円

モ 　 モ 旧中道町 8,200円 13,500円 4,800円

地域区分がない作物については、当該期間 （令和６年中）

での賃借データ （５件以上） はありませんでしたので、 上

記他地域をご参考にしてください。

（単位 ： 円）

令和７年版  甲府市賃借料情報令和７年度  農作業臨時雇賃金等標準額
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白
鳳
」
の
交
配
に
よ
っ
て
育
成
さ

れ
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
に
品

種
登
録
さ
れ
、
２
０
２
０
年
に

「
夢
桃
香
」
と
し
て
商
標
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　
果
汁
が
多
く
、
食
味
に
優

れ
、
果
実
重
は
３
０
０
ｇ
程
度

と
早
生
品
種
と
し
て
は
大
玉
と

な
り
ま
す
。
花
粉
を
有
す
る
品

種
な
の
で
、
受
粉
作
業
の
必
要

が
な
く
、
一
般
の
モ
モ
よ
り
も
長

く
樹
上
に
お
い
て
も
、
過
熟
に
よ

る
果
実
軟
化
が
し
に
く
い
特
性

が
あ
り
ま
す
。
成
熟
期
は
果
樹

試
験
場

（
標
高
４
４
０
ｍ
）
に

お
い
て
７
月
上
旬
で
、
「
日
川
白

鳳
」
よ
り
３
日
程
度
遅
く
な
り 

ま
す
。

 

水
稲 

 
 

「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

★
農
研
機
構

（
国
立
研
究
開

発
法
人　

農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
）
で
開
発
さ

れ
た
品
種
で
す
。
２
０
２
２
年

に
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
並
の
極
良
食
味
で
、

収
量
が
多
く
、
暑
さ
に
強
く
、

倒
伏
し
に
く
い
品
種
で
す
。
高

温
耐
性
に
優
れ
た

「
な
つ
ほ
の
か

（「
西
南
１
３
６
号
」）
と
極
良

食
味
の

「
北
陸
２
２
３
号
」
の

交
配
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
温
暖
化
の
進
行
に
伴

う
高
温
の
影
響
で

「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
の
白
未
熟
粒
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
は
、
施
肥
量
が
多
す
ぎ

る
と
倒
伏
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

は
、
草
丈
が
短
く
て
耐
倒
伏
性

が
強
く
、
「コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ

15
％
程
度
の
多
収
で
す

（
標
準

施
肥
）
。
玄
米
の
外
観
品
質
は
「コ

シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
も
や
や
大
粒
で
、

高
温
条
件
で
栽
培
し
て
も
玄
米

品
質
に
優
れ
ま
す
。
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
よ
り
出
穂
期
は
１
～
２
日

程
度
、
成
熟
期
は
４
～
５
日
程

度
遅
い
で
す
。

　
「み
ど
り
認
定
」
は
「エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
」
の
後
継
に
あ
た
り
、
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
に
基

づ
き
、
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り

組
む
生
産
者
の
認
定
制
度
で
す
。

認
定
の
対
象
と
な
る
環
境
負
荷

低
減
の
主
な
取
組
と
し
て
は
、

 

・ 

土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
・
化

学
農
薬
の
使
用
低
減

 

・ 

燃
油
使
用
低
減
や
水
稲
中
干

し
期
間
延
長
等
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減

 

・ 

バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用 

・
農

業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
削

減
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
負
荷
低
減

に
取
り
組
む
生
産
者
の
５
年
間

の
事
業
計
画
を
認
定
し
ま
す
。

　
み
ど
り
認
定
を
受
け
る
と
化

学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使
用
低

減
に
必
要
と
な
る
対
象
設
備
を

導
入
し
た
場
合
、
導
入
当
初
の

税
負
担
を
軽
減
す
る
特
別
償
却

や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
無
利

子
融
資
等
の
貸
付
を
受
け
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
関
心

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

中
北
農
務
事
務
所

　 

農
業
農
村
支
援
課

　 

☎
０
５
５
１

（２
３
）
３
２
９
１

　
山
梨
県
の
お
す
す
め
品
種
を

紹
介
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
数
年

前
に
登
場
し
た
品
種
で
、
高
い

期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

ブ
ド
ウ 

 
 

「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」

★
山
梨
県
果
樹
試
験
場
が
開

発
し
た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で

す
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
は
際

立
つ
甘
さ
が
あ
り

（
糖
度
19
度

程
度
）
、
ま
た
大
粒
で
張
り
が

良
く
、
鮮
や
か
な
赤
色
に
色

づ
き
ま
す
。
口
の
中
に
広
が
る

香
り
は
バ
ラ
に
例
え
ら
れ
る
ほ

ど
華
や
か
な
印
象
で
す
。
「
サ

ニ
ー
ド
ル
チ
ェ
」
と

「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
交
配
に
よ
り
育

成
さ
れ
、
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
ま

す
。
２
０
２
２
年
に
品
種
登
録

さ
れ
、２
０
２
３
年
に
「サ
ン
シ
ャ

イ
ン
レ
ッ
ド
」
と
し
て
商
標
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
苗
木
供
給
が
始

ま
っ
て
間
も
な
い
た
め
、
こ
れ
か

ら
徐
々
に
流
通
量
が
増
え
て
く

る
品
種
に
な
り
ま
す
。
成
熟
期

は
果
樹
試
験
場

（
標
高
４
４
０

ｍ
）
に
お
い
て
８
月
下
旬
頃
に
な

り
、
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
よ

り
数
日
早
く
な
り
ま
す
。

 

モ
モ 

 

　 「
夢
桃
香
（
ゆ
め
と
う
か
）」

★
山
梨
県
果
樹
試
験
場
が
開
発

し
た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
で
す
。

早
生
種
で
す
が
、
大
玉
で
果
肉

が
や
わ
ら
か
く
な
り
に
く
い
新
し

い
タ
イ
プ
の
モ
モ
で
す
。
大
玉
で

着
色
良
好
な

「
モ
モ
山
梨
６
号
」

（ち
よ
ひ
め
×
八
幡
白
鳳
）
に
早

生
の
主
要
品
種
で
あ
る

「
日
川

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）

話
題
の
品
種
に
つ
い
て

み
ど
り
認
定
に
つ
い
て
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
に
参
加
し
て

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
に
参
加
し
て

　

農
業
で
使
用
し
た
マ
ル
チ
や

ビ
ニ
ー
ル
等
は
産
業
廃
棄
物
で
、

適
正
な
処
理
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
野
焼
き

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、
適
正
な

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

農
協
ま
た
は
山
梨
県
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
農
家
の
方
が

　
　
　
直
接
持
込
む
場
合

受
付

　

月
・
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）
の
８
時
30
分
～
11
時

30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

  

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

　 

☎
（２
８
４
）０
９
３
８

　

農
業
者
は
、
稲
わ
ら
・
剪
定
枝

な
ど
の
処
分
で
止
む
を
得
な
い

場
合
、
野
焼
き
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
煙
や
悪
臭
な
ど
で

近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
野
焼
き
を
す
る
際
に

は
、
管
轄
す
る
消
防
署
へ
事
前
に

連
絡
を
す
る
と
と
も
に
、
焼
却

中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
に
、
焼

却
後
は
、
し
っ
か
り
と
消
火
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無

煙
炭
化
器
の
無
料
貸
出
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎　
（２
４
１
）５
６
１
６

農
業
委
員
　
米
山
　
夫
佐
子

　

女
性
委
員
の
登
用
に
つ
い
て
は
、

30
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
農
業
委
員
が
男
女
の
声
を

反
映
し
た
組
織
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
の
農
業
委
員
会
の
女

性
が
占
め
る
割
合
は
５
パ
ー
セ
ン

ト
と
未
だ
に
低
い
状
況
で
す
が
、

他
県
の
活
動
を
励
み
に
し
、
農

業
委
員
会
や
地
域
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
へ
の
意
識
の
醸
成
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
　
野
澤
　
洋
子

　

農
業
経
験
の
な
か
っ
た
高
橋

氏
が
、
農
業
課
題
の
深
刻
さ
を

感
じ
、
久
喜
市
で
就
農
し
、
農

業
委
員
と
し
て
日
々
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
に
つ
い
て
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
に

当
た
り
、
先
に
売
り
先
を
確
保

す
る
と
い
う
需
要
を
前
提
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
農
業
に

当
て
は
め
、
生
産
者
の
生
活
基

盤
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
新
規

生
産
者
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
い
る
点
、
生
産
へ

の
支
援
は
様
々
な
取
り
組
み
が

あ
っ
て
も
収
入
ア
ッ
プ
に
直
接
結

び
つ
く
支
援
が
少
な
い
点
な
ど

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
農
業

経
験
の
な
い
私
で
も
農
業
委
員

と
し
て
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
　
落
合
　
洋
子

　

農
地
の
適
正
利
用
や
後
継
者

問
題
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
女

性
農
業
委
員
の
登
用
と
そ
の

役
割
は
重
要
課
題
と
さ
れ
ま

す
。
令
和
7
年
ま
で
に
女
性
割

合
を
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
目

標
は
、
未
だ
目
標
値
の
半
分
以

下
、
女
性
の
い
な
い
農
業
委
員

会
数
も
71
委
員
会
を
数
え
て
い

ま
す
。
「
黄
金
の
3
割
の
法
則
」

こ
れ
は
、
女
性
が
3
割
を
超
え

る
事
に
よ
り
女
性
の
意
見
が
よ

り
登
用
さ
れ
や
す
く
な
る
と
言

わ
れ
、
甲
府
市
で
も
こ
の
目
標

実
現
は
必
須
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
農
業
従
事
者
の
理

解
と
、
次
の
女
性
農
業
委
員
の

育
成
、
広
報
活
動
が
重
要
で
あ

る
と
確
信
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
切
に
願
い
ま
す
。

野
焼
き
を
す
る
際
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

令
和
6
年
11
月
15
日
に
埼
玉

県
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業
委
員

等
研
修
会
へ
参
加
し
た
３
名
の
農

業
委
員
の
方
か
ら
感
想
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
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第
56
回
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
農
業
賞

（
奨
励
賞
・
審
査
員
特
別
賞
）

を
受
賞
し
た
、
右
左
口
町
で
養

豚
業
を
営
む
株
式
会
社
ち
の

ふ
ぁ
ー
む
を
取
材
し
、
代
表
取

締
役
を
務
め
て
い
る
２
代
目
の

千
野
豊
仁
さ
ん
か
ら
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

ち
の
ふ
ぁ
ー
む
は
、
繁
殖
か

ら
肥
育
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

養
豚
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
育

成
の
時
期
に
合
わ
せ
て
独
自
に

配
合
し
た
エ
サ
を
与
え
る
と
言
っ

た
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
良
質
な
豚
肉
を
作

る
た
め
、
育
成
環
境
に
も
気
を

配
っ
て
お
り
、
豚
舎
内
の
気
温

を
適
温
に
保
っ
た
り
、
豚
に
適

度
な
運
動
を
さ
せ
る
な
ど
、
手

末
木
　
瑞
夫
　
様

令
和
６
年
度

「
甲
府
市
農
業

賞
」
は
、
下
帯
那
町
の
末
木
瑞

夫
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

末
木
様
は
、
平
成
24
年
に
甲

府
市
文
化
協
会
を
退
職
後
、
地

元
の
帯
那
地
域
で
就
農
し
ま
し
た
。

帯
那
地
域
で
初
め
て
と
な
る

ブ
ド
ウ
栽
培
に
着
手
し
、
剪
定

の
効
率
化
や
病
気
の
発
生
を
抑

制
す
る
施
設
を
導
入
し
、
農
作

業
の
負
担
軽
減
と
品
質
向
上
に

努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
や
農
地
銀

令
和
6
年
度
は
暑
さ
と
の
戦

い
で
し
た
が
、
農
産
物
は
比
較

的
高
単
価
で
推
移
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
肥
料
や
資

材
費
の
高
騰
も
あ
り
、
さ
ら
に
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
鳥
獣
害
や
カ

メ
ム
シ
等
の
病
虫
害
に
よ
る
被

害
も
多
発
し
ま
し
た
。

そ
の
原
因
の
一
つ
が
荒
廃
地

や
遊
休
農
地
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
令
和
7
年
度
よ
り
農
地
を

貸
借
す
る
方
法
が
、
農
地
銀
行

か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
へ
一

本
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
地
の

貸
借
に
つ
い
て
お
気
軽
に
各
地
区

の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員　

芦
沢　

喜
嗣

農
業
者
の
経
営
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
月
４
回
、
毎
週
金
曜
日
発

行
、
購
読
料
月
額
７
０
０
円
。

 

山
梨
県
農
業
会
議

　 

☎
（
２
２
８
）
６
８
１
１

行
推
進
員
と
し
て
、
帯
那
地
域

の
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
ほ

か
、
帯
那
棚
田
の
里
地
区
に
設

置
し
て
い
る
鳥
獣
害
防
止
施
設

の
維
持
管
理
を
目
的
と
す
る
管

理
組
合
の
設
立
に
も
尽
力
さ
れ
、

帯
那
地
域
の
鳥
獣
被
害
の
防
止

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

間
暇
を
か
け
た
育
成
を
行
っ
て
い 

ま
す
。

さ
ら
に
、
豚
舎
か
ら
発
生
す

る
臭
気
を
抑
え
る
た
め
に
、
豚

の
排
泄
物
は
、
当
日
に
堆
肥

処
理
を
行
い
、
汚
水
に
つ
い
て

は
、
浄
化
槽
に
よ
る
処
理
を
行

い
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
排
水

す
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
へ
の
環

境
に
影
響
が
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。

千
野
さ
ん
は
、
さ
ら
に
良
質

な
豚
肉
を
め
ざ
し
研
究
を
続
け
、

試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
独
自
の

品
種
交
配
を
行
い
、
つ
い
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
な
る
豚
肉

「
縄
文
ス

イ
ー
ト
ポ
ー
ク
」
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

こ
の
「縄
文
ス
イ
ー
ト
ポ
ー
ク
」

は
、
脂
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
甘
み

が
あ
り
、
非
常
に
お
い
し
い
こ
と

か
ら
、
「
皆
さ
ん
に
一
度
食
べ
て

も
ら
い
、
こ
の
豚
肉
の
お
い
し
さ

を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
豚
肉
は
、
ち
の
ふ
ぁ
ー

む
の
直
売
所
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

 
受
賞
お
め
で
と
う

          

ご
ざ
い
ま
す

編

集

後

記

全
国
農
業
新
聞
の

全
国
農
業
新
聞
の

購
読
者
を

購
読
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
し
て
い
ま
す
！

中
道
の
地
か
ら

世
界
一
美
味
し
い

豚
肉
を
め
ざ
し
て

 

株
式
会
社 

ち
の
ふ
ぁ
ー
む

☎
０
９
０
―

３
４
０
７
―

８
４
６
１


